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概要  

90139に同じ  

出典  感染症（PT）   

E型肝炎   Clin lnfect 

Dis2009こ48：  

373－374  

トリニダード・トバゴで多数のサルの死亡が確  
認されている為、念のため黄熟ウイルスに対す  
る予防接種を受けるよう呼びかけている。  

トリニダード・トバゴ保健省は、森林で死亡して  
発見された2頭のサルの剖検の結果、黄熟ウイ  
ルスの感染が認められたことを報告した。過去  
に1988年、1995年、1999年にサルの黄熟感染  
が確認されているが、ヒトでの黄熱ウイルス感  
染はなかった。   

メキシコ、Zapotolan匂0市でクレンブテロールに  
よる中毒と確定診断された患者9例が報告され  
た。発生源の精肉店は直ちに閉鎖され、現在、  
ウシの肝臓の売買が禁止されている。2008年  
にも21人のクレンプチロール中毒が発生してい  

る。   

ドイツで2008年前半より”Bloodsweating  
disease”で仔牛が死亡している。原因は不明で  
ある。この疾患はドイツ各地で発生しており、パ  
パリアでは40頭の症例が確認されている。ミュ  
ンヘン大学のcIinicforruminantsも同様の症例  
を報告している。主に、生後2～3週間の仔牛が  
感染している。   

90162に同じ  

90162に同じ  

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に圭だった症状を呈していない。  

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認された。サル以外で同ウイル  
スが確認されたのは初めてであり、ブタからヒト  
への初の感染例である。   

製造工程  
ミドリザル腎 臓細胞  ミドリザル 腎臓  日本  経口生ポリオワクチン  日本ポリ  Trinidad＆Tob  

ago Express 

2009Jan12  
オ研究所  

Trinidad＆Tob  

ago Ministry 

of Health 

web 2009 

Jan19  

製造工程  
経口生ポリオワクチン  ウシ血清  オーストラ  

＿ユ‾ン‾  リア、 ＿＿ヽ●  ランド  日本ポリ オ研究所  
2009／4／28  ProMED  

2009Jan17  
90162  

ProMED  

2009Jan29  

中毒  

感染  

エボラ出血  

ラクトアルブ  

ミン  
ウシの乳  経口生ポリオワクチン  

90163  

2009／4／28  ProMED  

2009Jan17  オ研究所  

ProMED  

2009Jan29  

製造工程  ブタの膵臓  
経口生ポリオワクチン  

トリプシン  日本ポリ  

オ研究所  

90164  
http：／／www．a  

lartnet．org／th  

enews／news  
desk／SP2223  
78．htm  

2009／4／28  
アメリカ・カ ナダ  

エボラ出血  

GMA NEWS．TV 2009Jan30  
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フィリピンサマル州において2008年12月以降  
ブタでサルモネラ感染が流行し、84頭が死亡、  
約772頭が羅患した。その他25頭が感染疑し＼  
でと殺された。2月9日現在、感染は制御された  
と、同地域の農業省職員が述べた。  

■ － ■ ■ ■ ■ ■ －■ － － － 一 一 － ■ －－ － － － － － － －－ － 一一 － － － － ■－● ■ ■ 一 ■ ■  

中国でクレンブテロールに汚染された豚肉の摂  
取により、70人以上が発病した。豚肉は広東  
省・広州の市場から流通したもので湖南省の  
農家で飼育されたもの。   

感染症（PT）   

サルモネラ  

中毒  B8C News  

2009Feb23  

製造工程  
ウシ血液  ウシ血清由  

来成分  

ウシ乳由来  
成分  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬  

2009／4／28  90165  

ランド又は  
オーストラ  ニューソー   リア  

製造工程  ニューンー  ウシ乳  
ランド又は  

オーストラ  

リア  

製造工程  
ヒト細胞  90167  

ヒトリンパ芽  

球細胞樹立  
株ナマルバ  

細胞   

ヒツジ血清由  
来成分  

加熱人血発  
たん白  

鶏卵由来成  
分  

マウスハイブ  
リドーマ由来  
モノクローナ  
ル抗体   

アブロチニン  

2009／4／ノ28  

製造工程  

添加物  

ヒツジ血液  

人血液  

大日本  
住友製  
薬  

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬  

インターフェロン アルファ  

（NAMAしWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMAL〉〉A）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMAしWA）  

2009／4／28  

2009／4／28  

米国  
90169  

製造工程  鶏卵  
2009／4／28  

90170  

製造工程  日本  
マウス細胞  

2009／4／28  90171  

有効成分  ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド  

ウシ肺  
2009／4／28  90172  CS」  

べ一リン  

グ   

CS」  
ベーリン  

グ  

製造工程  
中国  

へ／りン  ブタ腸粘膜  
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原材料名   

ウマ深部事  
状屈筋腱   

原産国   フランス、ド  含有区分  支持体  
感染症（PT）  

イツ、ベル  

ギー、イタ  

リア、オー  

ストリア、  

米国、カナ  

ダ、ブラジ  

ル   

ーーユ‾ン‾■■■  

ランド  

トロンポプラ  

スチン  

トロンビン画  

ヒトアルブミ  

ン  

ウサギ脳  
製造工程  

2009／4／28  
90176  

ウシ血液  製造工程  
－ユ‾ン‾  

ランド  

米国、ドイ  

ツ、オース  

トリア  

2009／4／28  
90177  

ヒト血液  添加物  
バベシア症  ● ■一 ■ ■ ■■ ■ ■ － － － －－ －一 一 一 － － － －t － － － ■ ■ ■ ■ 一 ■ 一一 ■一 － ■ ■ ■ ■ 81052に同じ  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

25－30  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

－■ ■ ■ ■ －■－－ 一一 － －一 － － － － － － － 一一 － － － ■ － ■ ■ ■t ■ ■一 ■ － ■ ● － ● 90183に同じ  

1995年から3回／週でⅠ∨IG治療を受けていた61  
歳女性は、1997年1月～1998年2月の期間に、  
後にvCJDを発症した供血者由来の製剤を使用  
していた。この女性の死亡後、剖検により肺  
臓、リンパ節、脳内のプリオン蛋白を検査した  
が、検出されなかった。   

－ ● ■●■ ■ ■ 一 ■ － － 一 一 一 一 － － － － － －－ － － － － － 一一 － － －■ ■ ■一 ■ ■■ ■ ■  

81052に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   

米国、ドイ  ツ、オース トリア  
製造工程  

バベシア症  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

25－30   

HPAweb  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

バベシア症  

90183に同じ  

90177に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   
ヒトフィブリノ  
ゲン  

ヒト血液  米国、ドイ  ツ、オース トリア  
有効成分  

81052に同じ   Cljn Znfect  

Dis2009：48：  

25－30  
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感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

ウイルス感染  

出典  

HPAweb  

February17．  

2009  

Vox  

Sanguinis  

2009：96：270   

Eurosur＞eitla  

nce2008．13  

1－2  

概要  

90183に同じ  

90177に同じ   

2009／4／28  
90180  

ウリナスタテン  サノナスタチ  

ン  

ヒト尿  
アフリカ南部における初のアレナウイルス感染  
症例。ザンビアで発症した患者が南アフリカ・ヨ  
ハネスブルクに移送されたが発症10日後に死  
亡。移送した救急隊員1名及びヨハネスブルク  
で看護を担当した看護婦1名も約1週間の潜伏  
期間の後発症し死亡。   

90003に同じ  

中国  有効成分  
高田製 薬  

ウイルス感染  ProMED－  

ma】12009012  

9．0400  

2009／4／28  

2009／4／30  

2009／4／30  

高田製  
薬   

メルスモ  
ン製薬   

／〈クス  

ター  

ウリナスタテン  

胎盤絨毛分解物  

人血清アルブミン  

ウリナスタテ  

ン   

胎盤絨毛分  

解物   

人血清アル  

ブミン  

ヒト尿  

ヒト胎盤  

人血渠  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

90181  

90182  

90183  

日本  

米国  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

1996年に血渠を提供し、その6カ月後にvCJDを  
呈したドナーの血兼由来の第8因子製剤を使用  
した血友病患者について、この度、検死により  
vcJD感染が報告された。血渠分画製剤による  
TSE伝播の可能性を示唆する初の報告であ  
る。   

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治  

；  

に左耳の鍼周囲の紅斑および圧痛を呈した。  
膿瘍ドレナージ検体の培養および感受性試験  
の結果、両耳で著しい緑膿菌の生育が認めら  
れた。21日間の経口シプロフロキサシン投与に  
より回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に  
感染しやすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起  
こす可能性があることを医師は認識するべきで  
ある。   

FebnJarY17．  HPAweb  2009  

日本茶  
十字社  

新鮮凍結人血菜  新鮮凍結人  
血渠  

人血液  
日本  

有効成分  
細菌感染  AmJInfect  

Controt2008  

36：602  
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感染症（PT）   

レンサ球菌感  
染  

出典  概要   

米国。ルーチンの細菌培養スクリーニングを実  
施したプール血小板の輸血を受けた患者が、C  
群連鎖球菌感染症により死亡した。遡及調査  
の結果、無症候性の供血者が原因と考えられ  
た。現在の検査法の限界を示す報告。  

全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるた  
めには、初流血除去及び細菌培養によるスク  
リーニングが有効な方法であることを示す報  
告。  

Transfusion  

2008；48：  

2177－2183  

細菌感染  Transfusion  

2008：48：  

2348－2355  

欧州における2006年の感染症の発生報告はク  
ラミジアが最も多く、以下、ランプル鞭毛虫症、  
カンピロ／くクター症、サルモネラ症、結核、流行  

性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵襲性肺炎球  
菌疾患、HlVの順であった。  

2007年度のCBERに報告された供血後及び輸  
血後の死亡例概要。受血者76件、供血看17件  
の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52件が輸  
血関連もの、11件が輸血関連性否定できない  
もの、13件が輸血と関連しないものであった。  

BMJ2008：  

337：a2622  

http：／／www，f  

da．gov／cber／  

blood／fata107  
．pdf．  

輸血を介したバベシア症死亡例の報告。1998  
年の1例以降しばらく無かったが、2006年1～  
10月にはFDAに5例が報告された。生物学的製  
品逸脱報告サマリーでは、過去10年間にバベ  
シア症関連報告が68件あり、近年この報告が  
増加傾向にあることは、バベシア症伝播に係る  
輸血関連リスクが増加していることを示してい  
る。  

スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高リスク供  
血者におけるシヤーガス病スクリーニング計画  
を実行し、供血者集EZ）でTrypanosomacruzi（T．  
cruzi）感染の血清学的陽性率を調査した。その  
結果、全体の陽性率は0．62％（1770名中11名）  
で、最も陽性率が高かったのはボリビア人で  
あった（10．2％）。陽性者11名中1名は、シヤーガ  

ス病流行地域に数年間滞在したことのあるス  
ペイン人であった。非流行国の高リスク供血者  
にT．cruzjスクリーニング検査を実施する必要  
性がある。   

バベシア症  AABB  

Annual  

Meeting and 

TXPO2008－  

2  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

Transfusion  

2008：48：  

1862－1868  
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感染症（PT）  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

出典  

AABB  

Annu∂l  

Meeting and 

TXPO2008－  

3  

概要   

米国で2007年から開始された供血者に対する  
T．cruzlスクリーニング検査の結果、2007年1月  
29日～2008年1月28日の陽性率は1／30，000で  
あったが、受血書には明白な感染症例はな  
かった。最も陽性率が高い地域はフロリダ南部  
であった。  

マラリア  2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者  
が、通常はサルにおけるマラリアの原因となる  
二日熟マラリア原虫に感染した。二日熟マラリ  
ア原虫はヒトマラリアを引き起こす第5のマラリ  

ア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は  
旅行者においてこの病原体を更に注意すべき  
である。  

オーストラリア赤十字は2005年7月から、マラリ  
ア感染のリスクのある供血者に対し、従来の医  
療歴・渡航歴の収集から、リスクヘの暴露を特  
定した時から最低4ケ月間のマラリア抗体のス  
クリーニングを実施する代替戦略を導入した結  
果、既存の供血者に由来する輸血可能な製剤  
の製造効率は著しく向上し、輸血伝播マラリア  
症例の報告もなかった。  

1997年より韓国軍はヒドロキシクロロキン及び  
プリマキンを用いた予防的化学療法を実施し、  
マラリア患者の急増を防ぐことができたが、調  
査登録患者484名中2名にクロロキン耐性  
Plasmodiumvivaxを確認した。  

Emerg lnfect 

Dis2008：14：  

1434－1436  

マラリア  AABB  

Annu∂l  

Meeting and 

TXPO2008－  

4  

マラリア  AmJTrop  

Med Hyg  

2009；80：  

215－217  

CDC／MMWR  

2008．57：  

1145－1148   

JAMA2008：  

300：2263－  

2270  

ABC  

Newsletter  

No．38 2008  

年10月17日  

リケッチア症  80995に同じ  

リケッチア症  
81005に同じ  

ウエストナイル  

ウイルス  

81068に同じ  

HHV－8感染  81068に同じ   

2008：48：  

SuppIement  Transfusion   lO5A  
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90139に同じ  

感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

JMedViro1  
2008：80：  

1880－1884  

90139に同じ  B型肝炎  Vox  
Sang肌nis  

2008：95：  

174－180   

日本小児感  

染症学会第  
40回総会・学  

術集会 E－  

20  
Clin Infect 

Dis2008：47：  

931－934   

第70回日本  

血液学会総  

会 2008年  

10月10－12日  

90139に同じ  
B型肝炎  

90139に同じ  C型肝炎  

C型肝炎  90139に同じ  

日本血液事  

業学会第32  

回総会   

AABB  
AnnuaF  
Meeting and 
TXPO2008   

Transfusion  
2008：48：  

2568－2576   

Clin lnfect 
Dis2009：48：  

373－374  

Emerglnfect  
DIS2008：14：  

1974－1976  

90139に同じ  C型肝炎  

90139に同じ  
E型肝炎  

90139に同じ  
E型肝炎  

90139に同じ  

中国で2004～2007年に自然生息のコウモリを  
捕獲し、血清、咽頭、糞便におけるニパウイル  
ス遺伝子及び糖タン／くクの検出を行った。その  

結果、692標本中33標本（23匹中9匹）で陽性を  
示した。特に、雲両省からのホオヒゲコウモリ  
の抗体が突出していた。   

90056に同じ   

E型肝炎  

ニパウイルス  東和薬  

⊂】  Rロ  

ウリナスタテンの注射液  ウリナスタチ  
ー′  ヒト尿抽出 物  

有効成分  中国   

ワイス   ポルフィマーナトリウム  ポルフィマー  
ナトリウム  

ブタ血液  
右‥  蕪■  エボラ出血  有効成分  

2009年3月31  

WHO／EPR  日  
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生物由来成  
分名   

テクネチウム  

人血清アル  
ブミン（99  

mTc）  

出典  一般名   

テクネチウム人血清アルブミン  
（99mTc）  

感染症（PT）   

ウイルス性脳  
炎  

概要   

米国ウェストバージニアで妊婦における初めて  
のラクロス脳炎ウイルス（LACV）感染が見つ  
り、その後、分娩時の臍帯血からLACV抗体が  
検出され垂直感染が疑われたが、出生後6ケ月  
までLACV感染兆候は見られていない。親が子  
の血清検体採取を拒否しており感染は確定で  
きていない。   

90183に同じ  

原材料名   

ヒト血液   原産国  日本  
含有区分   

有効成分  

ルムRI  

富士フイ  ファーマ  
CDC／MMWR  

2009；58：4－7  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

黄熟  

HPAweb Februan／17． 2009  

サンパウロ奥地において2009年2月より黄熟が  
流行しており、その中で母子感染が確認され  
た。初の黄熟の母子感染報告である。   

81005に同じ  ウイルス感染  2009／5／22  90189  ベネシス  乾燥濃縮人血液凝固第IX因子  

血液凝固第 IX因子  

人血液  日本  
有効成分  

2008年10月  
WHO／EPR  13日  

90141に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

コクシジオイデ  
ス症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

ウイルス感染  

Lancet  
Neurology  
2009：8：57一  

色邑．‖‖．‖＿  
CDC／MMWR  90141に同じ  
2009：58：  

105－109  

90177に同じ  Vox  
Sangulnis  
2009；96：270  

81005に同じ  2009／5／22  90190   
ベネシス   

トロンビン  
トロンビン  有効成分  

日本  
2008年10月  
WHO／EPR  13日  

90141に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

コクシジオイデ  
ス症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Neurology  
2009；8：57－  

しancet   66  

90141に同じ  CDC／MMWR  

2009：58：  

105－109  

90177に同じ   Vox  
Sanguinis  
2009：96：270  
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